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江
戸
時
代
の
中
国
料
理
書
の
翻
刻
と
解
題（
そ
の
一
）

　
　
　

『
卓
子
宴
儀
』

西　

澤　

治　

彦　
　
　
　

は
じ
め
に

中
国
料
理
は
江
戸
時
代
、
長
崎
を
経
由
し
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
多
く
の
料
理
書
が
書
き
残
さ
れ
た
り
、
刊
行
さ

れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
料
理
書
は
、
従
来
、
卓
袱
料
理
や
普
茶
料
理
な
ど
、
あ
る
程
度
日
本
化
し
た
中
国
料
理
を
研
究
す
る
う
え
で
の
史

料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
料
理
書
の
中
に
は
、
外
国
料
理
と
し
て
当
時
の
清
国
で
行
わ
れ
て
い
た
宴
席
の
手
順
や
供
さ
れ
る
料
理
を
記
述

し
た
も
の
が
、
少
な
い
な
が
ら
も
存
在
す
る
。
な
か
に
は
北
方
の
満
族
の
料
理
を
紹
介
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
清
代
の
南

方
中
国
の
料
理
や
宴
席
を
記
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
料
理
書
は
、
一
般
に
入
手
し
に
く
く
、
活
字
に
よ
る
翻
刻
が
一
部

し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
せ
い
も
あ
り
、
清
代
の
中
国
料
理
を
知
る
上
で
の
史
料
と
し
て
、
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

こ
こ
で
翻
刻
、
翻
訳
す
る
『
卓
子
宴
儀
』
も
そ
う
し
た
な
か
の
一
冊
で
あ
る
。『
卓
子
宴
儀
』
の
著
者
は
尾
張
藩
の
臣
下
で
、
太
田
資
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玫
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
大
き
さ
は
「
半
紙
本
」
で
、
一
巻
一
冊
本
。
巻
末
に
、
明
和
8
年
（
一
七
七
一
）、
張
藩
（
尾
張
藩
）
の
太
田

資
玫
が
記
し
た
と
あ
る
。
写
本
で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
る
手
稿
本
の
よ
う
で
あ
る
。
全
15
丁
。
本
文
は
漢
字
交
じ
り
の
片
仮
名
文
で
あ
る

が
、
漢
語
の
割
合
が
高
い
。
活
字
に
よ
る
翻
刻
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
卓
子
宴
儀
』
は
『
補
訂
版
図
書
総
目
録
』（
岩
波
書
店
一
九
九
〇
）
に
も
な
ぜ
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
著
者
の

太
田
資
玫
も
、『
国
書
人
名
辞
典
』（
岩
波
書
店
一
九
九
三
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
私
の
調
査
不
足
も
あ
る
が
、
詳
細
は
不
詳
で
あ

る
。
さ
ら
に
、『
卓
子
宴
儀
』
は
臨
川
書
店
の
『
江
戸
時
代
料
理
本
集
成
』
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
川
上
行
蔵
編
著
の
『
料
理
文
献

解
題
』（
柴
田
書
店
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。『
卓
子
宴
儀
』
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
で
、
私
は
マ
イ
ク
ロ
フ
イ

ル
ム
で
そ
の
写
し
を
入
手
し
た
。

『
卓
子
宴
儀
』
の
位
置
づ
け

江
戸
時
代
の
中
国
料
理
書
に
関
し
て
は
、
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
、
田
中
静
一
氏
の
『
一
衣
帯
水 

中
国
料
理
伝
来
史
』
柴
田
書
店

（
一
九
八
七
）
が
あ
る
。
本
書
の
中
で
田
中
氏
は
、
江
戸
時
代
の
中
国
料
理
書
、
12
種
を
紹
介
し
、
要
点
を
整
理
し
た
う
え
で
、
当
時
の

中
国
料
理
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
12
種
と
は
、『
和
漢
精
進
料
理
抄
（
唐
之
部
）』、『
八
僊
卓
燕
式
記
』、『
卓
袱
会
席
趣
向
帳
』、『
卓
子

宴
儀
』、『
普
茶
料
理
抄
（
卓
子
料
理
仕
様
）』、『
卓
子
調
烹
方
』、『
卓
子
式
』、『
清
庖
厨
全
書
』、『
唐
山
款
客
之
式
』、『
江
戸
流
行
料
理

通
』、『
新
編
異
国
料
理
』、『
唐
卓
子
料
理
法
』
で
、
こ
れ
に
料
理
書
で
は
な
い
が
『
清
俗
紀
聞
』
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

田
中
氏
が
挙
げ
て
い
る
12
種
の
料
理
本
の
う
ち
、
と
り
わ
け
私
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
、
宴
席
の
手
順
や
儀
礼
に
関
し
て
の
記
述
が
み

ら
れ
る
の
は
、『
八
僊
卓
燕
式
記
』、『
卓
子
宴
儀
』、『
卓
子
調
烹
方
』、『
唐
山
款
客
之
式
』、『
卓
子
式
』
の
5
冊
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、



江戸時代の中国料理書の翻刻と解題（その一）『卓子宴儀』　西澤治彦

175

『
八
僊
卓
燕
式
記
』
と
『
卓
子
式
』
は
『
江
戸
時
代
料
理
本
集
成
』
に
収
録
さ
れ
、
活
字
に
よ
る
翻
刻
が
あ
る
が
、『
卓
子
宴
儀
』『
卓
子

調
烹
方
』『
唐
山
款
客
之
式
』
の
三
冊
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
翻
刻
を
試
み
る
『
卓
子
宴
儀
』
以
外
の
2
冊
の
翻
刻
、
お
よ
び

こ
れ
ら
の
料
理
書
の
比
較
研
究
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

『
卓
子
宴
儀
』
の
価
値

田
中
静
一
氏
は
、
先
述
の
著
書
の
中
で
、『
卓
子
宴
儀
』
に
対
し
て
、
内
容
に
特
に
目
新
し
い
も
の
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宴

席
の
手
順
や
儀
礼
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
実
は
非
常
に
重
要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
私
が
『
卓
子
宴
儀
』
を
翻
刻
し
た
い
と
考
え
た
の

も
こ
の
た
め
で
あ
る
。

清
代
や
明
代
の
中
国
に
お
け
る
宴
席
の
儀
礼
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
い
る
私
は
、
こ
れ
ま
で
、
外
国
人
や
宣
教
師
の
記
し
た
資
料
か

ら
、
当
時
の
宴
席
儀
礼
を
再
現
し
て
き
た
。（
拙
稿
二
〇
〇
一
／
二
〇
〇
三
）
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
中
国
料
理
書
は
、
資
料
と

し
て
使
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
宴
席
儀
礼
を
踏
ま
え
て
、
江
戸
時
代
の
中
国
料
理
書
の
宴
席
儀
礼
を
読
ん
で
み
る
と
、
記
述
に
お
い

て
多
少
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
、
清
代
の
儀
礼
を
ほ
ぼ
正
確
に
記
述
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
な

か
に
は
私
が
こ
れ
ま
で
読
ん
で
き
た
資
料
に
な
い
記
述
も
、
断
片
的
な
が
ら
あ
り
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
日

本
人
が
中
国
料
理
の
宴
席
を
、
異
文
化
と
し
て
ど
う
と
ら
え
て
い
た
か
も
分
か
っ
て
、
興
味
は
尽
き
な
い
。

い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
卓
袱
（
シ
ツ
ホ
コ
）
の
字
義
と
由
来
に
対
す
る
記
述
で
あ
る
。
現
在
で
も
「
し
っ
ぽ
く
」

の
語
源
に
関
し
て
は
諸
説
が
あ
り
、
定
か
で
は
な
い
。
こ
れ
が
シ
ツ
ホ
コ
料
理
が
紹
介
さ
れ
た
当
時
か
ら
、
不
詳
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
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興
味
深
い
。
ま
た
、「
卓
袱
料
理
」
と
い
う
あ
た
か
も
郷
土
料
理
の
よ
う
な
特
別
な
料
理
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
卓
に
座
っ

て
器
か
ら
取
り
分
け
る
と
い
う
食
べ
方
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
も
正
し
い
。

少
な
く
と
も
著
者
が
、「
こ
の
よ
う
な
食
べ
方
が
い
つ
頃
よ
り
支
那
で
始
ま
っ
た
の
か
も
分
か
ら
な
い
、」
と
い
う
点
も
興
味
深
い
。
中

国
で
は
の
宋
代
以
降
そ
れ
ま
で
の
平
座
か
ら
椅
子
座
へ
移
行
し
、
今
日
の
中
国
的
な
卓
を
囲
ん
で
取
り
分
け
る
と
い
う
食
べ
方
に
移
行
し

て
い
く
が
、
当
時
の
日
本
の
知
識
人
が
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
で
そ
の
起
源
を
探
る
べ
く
、『
三
礼
』
や
そ
の
他
の

書
籍
を
ひ
も
と
く
が
分
か
ら
な
い
と
言
う
。
こ
れ
は
当
然
で
、『
三
礼
』
の
こ
ろ
は
平
座
し
て
お
り
、
卓
の
記
述
が
で
て
く
る
こ
と
は
な

い
。
な
お
、
著
者
は
そ
れ
な
り
の
中
国
文
化
に
対
す
る
知
識
が
あ
る
よ
う
で
、
こ
こ
で
『
三
礼
』
に
言
及
し
て
い
る
い
ほ
か
、『
舜
水
綺

淡
』
に
も
言
及
し
て
る
し
、「
弾
唱
」
の
と
こ
ろ
で
、
宴
会
に
は
大
概
、『
詩
経
』
の
鹿
鳴
の
章
を
吟
誦
す
る
か
、
南
京
笛
を
按
す
る
か
、

隋
唐
五
代
の
楽
を
奏
で
る
か
、
明
曲
を
奏
で
る
、
と
し
て
い
る
。
当
時
の
宴
席
で
こ
れ
ら
が
実
際
に
演
じ
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ

れ
ら
の
列
挙
は
著
者
の
中
国
文
化
に
対
す
る
知
識
の
披
露
と
と
れ
な
く
も
な
い
。

私
か
ら
み
て
、『
卓
子
宴
儀
』
の
記
述
で
も
っ
と
も
特
筆
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
宴
席
に
お
い
て
、
従
者
が
客
の
い
る
部
屋
に
卓
を
運
び

入
れ
る
と
い
う
様
式
を
伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
る
と
、『
清
俗
紀
聞
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
清
代
の
康
煕
乾
隆

帝
時
代
ぐ
ら
い
ま
で
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
席
で
は
、
集
ま
っ
た
客
が
食
堂
に
移
動
す
る
こ
と
な
く
、
準
備
が
整
う
と
、
従
者
が
卓
を
運
び

入
れ
る
、
と
い
う
様
式
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
卓
を
運
び
入
れ
る
の
は
大
変
だ
っ
た
た
め
か
、
そ
れ
が
や
が
て
、
今
日
の
よ

う
に
客
が
食
堂
に
移
動
す
る
、
と
い
う
様
式
に
変
化
す
る
。
も
っ
と
も
明
代
の
宣
教
師
ら
の
記
述
を
よ
む
と
、
必
ず
し
も
卓
を
運
び
入
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
七
七
九
年
刊
行
の
『
清

俗
紀
聞
』
以
外
に
も
、
一
七
七
一
年
刊
行
の
『
卓
子
宴
儀
』
に
も
、
卓
を
運
び
入
れ
る
様
式
が
記
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
は
貴
重
で
あ

る
。『
卓
子
宴
儀
』
で
は
、
さ
ら
に
、
卓
を
運
び
入
れ
た
り
、
運
び
出
し
た
り
す
る
従
者
を
主
人
が
助
け
る
か
否
か
は
、
主
人
と
客
人
と
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の
関
係
に
よ
る
（
目
上
の
客
で
あ
れ
ば
、
主
人
が
助
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）、
と
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
こ
の
点
は
『
清
俗

紀
聞
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
重
要
な
情
報
が
あ
る
が
、
詳
細
に
関
し
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
と
思

う
。な

お
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
武
蔵
大
学
の
同
僚
の
伊
東
貴
之
氏
の
ほ
か
、
武
蔵
大
学
非
常
勤
講
師
の
二
又
淳
氏
に
不
明
な
点
を
ご
教
示

い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
翻
訳
の
出
版
に
際
し
、『
卓
子
宴
儀
』
の
画
像
の
掲
載
を
快
諾
し
て
下
さ
っ
た

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
に
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

引
用
・
参
考
文
献

田
中
静
一　

一
九
八
七
『
一
衣
帯
水
―
中
国
料
理
伝
来
史
』
柴
田
書
店

西
澤
治
彦　

二
〇
〇
一
「
食
卓
の
政
治
学
―
中
国
に
お
け
る
宴
席
の
儀
礼
と
そ
の
変
遷
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
33
巻
―
１
号

　
　
　
　
　

二
〇
〇
三
「
明
代
の
中
国
に
お
け
る
宴
席
の
儀
礼
―
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宣
教
師
の
著
作
を
通
し
て
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
35
巻
2
号 
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『
卓
子
宴
儀
』（
翻
刻
）

凡
例原

文
で
は
、
漢
字
の
右
側
の
ル
ビ
が
音
読
み
、
左
側
の
ル

ビ
が
訓
読
み
と
書
き
分
け
て
い
る
。
な
お
、
私
が
入
手
し
た

の
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
複
写
で
、
原
著
で
は
、
右

側
の
音
読
み
は
朱
色
で
別
人
が
書
き
足
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

翻
刻
に
際
し
て
は
、
訓
読
み
、
音
読
み
と
も
右
側
に
記
し
た
が
、

別
人
の
追
記
の
可
能
性
の
あ
る
、
音
読
み
は
（ 

）
で
く
く
っ

た
。
原
文
に
訓
読
み
、
音
読
み
の
両
方
が
記
載
し
て
あ
る
場

合
は
、
訓
読
み
を
先
に
書
き
、
両
方
を
併
記
し
た
。
但
し
、
読

み
に
く
い
音
読
み
の
ル
ビ
は
割
愛
し
た
。
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卓
子
宴
儀

卓シ
ツ
ホ
コ
フ
ル
マ
イ

子
宴
ノ
コ
ト
タ
ル
ヤ
シ
ツ
ホ
コ
ト
称
シ
テ
調
味

（
１
）

ノ
名
ト
ス
レ
ト
モ
シ
ツ
ホ
コ
ト
云
コ
オ
ハ
卓
子
ノ
コ
ト
ニ
テ

既
ニ
方
卓
子
ニ
四
下
裡
坐
シ
テ
以
一
器
相
倶
ニ

餔ノ
ミ
ク
イ啜
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
然
レ
ト
モ
其
濫ハ
ジ
マ
リ觴
ヲ
不
知
嘗

三
禮

（
２
）ニ

モ
不
見
其
ノ
餘
ノ
載
籍

（
３
）ニ

モ
不
見

何
レ
ノ
頃
ヨ
リ
カ
支
那
ニ
行
ハ
ル
宴
式
ナ
リ



180

武蔵大学人文学会雑誌　第 37 巻第 2号

近
世
大
清
人
長
崎
ニ
来
リ
興
行

（
４
）ス

ル
ニ

慣
テ

和
邦
都
鄙
此
彼
稍
流ハ
ヤ
ル布
セ
リ
サ
レ
ハ

シ
ツ
ホ
コ
ハ
非
唐
音
尤

和
邦
ノ
非
音
訓
故
ニ
無
正
字
疑
是
蛮
語（

５
）

ナ
ラ
ン
カ
卓
子
宴
ハ
個
々
餞（
セ
ン
グ
）具
ニ

（
６
）非

ス
シ
テ

一
個
ノ
方
卓
子
ノ
上
頭（

７
）ニ

設
ル
器
ヲ
相
倶
ニ
シ

餔
啜
ス
ル
者
ナ
リ
竊
以

（
８
）二

和
邦
宴
会
毎
ニ
引
盃
ト
云
モ
ノ
ヲ
設
各
前

揚
盃
互
二
遜ユ
ズ
ル讓
ノ
禮
話
ア
リ
次
序
端
正
ニ
シ
テ

勧ス
ス
ム

酒
ス
ル
コ
ト
大（
オ
オ
ム
ネ
）率
三

（
９
）タ

ヒ
須
行
シ
テ
其
礼

式
ヲ
整
事
宴
会
ノ
規
則
ナ
リ
畢
テ
別
二

一
個
ノ
盃
ヲ
設
テ
室
中
ノ
列
客
相
互
二
献
酬
シ

置サ
カ
モ
リ酒
ス
且
茶
事
ノ
宴
式
ト
云
モ
ノ
一
個
ノ
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以
茶
碗
室
中
ノ
列
客
相
互
二
喫
茶
以
為

一
個
ノ
盃
ニ
テ
置
酒
ス
ル
ト
一
個
ノ
以
茶
碗

喫
茶
事
酒
茶
ト
モ
ニ
一
器
合ア
イ
ノ
ミ啜
ス
ル
コ
ト
ハ
嘗
テ

卓
子
宴
ノ
意
義
ニ
通ト
オ
リ亨
一（
１０
）般

ナ
リ
蓋
其

由
来
ヲ
未
タ
詳
ニ
セ
ス
ト
云
ト
モ
説ハ
ナ
シ
ア
ヒ
（
セ
ツ
ハ
）話
掩ヨ
リ
ア
イ
（
エ
ン
ハ
ク
）薄
親

友
ノ
ナ
リ
俗
ニ
ト
云
コ
ト
ア
リ

以
一
器
合
啜
ス
ル
コ
ト
ハ
甚
だ
ノ
ナ
リ

卓
子
宴
ノ
室
中
掛カ
ケ
モ
ノ軸
扁ガ

榜リ
（
１１
）

対（
タ
イ
レ
ン
）聯
半テ
イ
シ
ュ東（
１２
）

随
意
設
之
中
央
卓
ハ
必
設
之
唐
音
中（
チ
ョ
ン
ユ
ン
チ
ョ
）

央
卓

ト
云
室
ノ
当マ
ン
ナ
カ中
ニ
豫
サ
キ
ダ
チ

設
置
上
頭
ニ
在
香
爐

大
宦
香
中
宦
香
清
遠
香
異
品
香
其
餘

純モ
ツ
ハ
ラ
ヨ
シ良
ノ
線
菫（
１３
）ヲ

拈
タ
テ
ル
（
テ
ン
）

ス
頭
ニ
在
花
瓶
、
草
木

珍
花
ヲ
殖タ
テ
イ
ケ
ル
（
シ
ョ
ク
セ
イ
）生
ス
賓
客
対
門
ノ
時
ニ
臨
テ

線
菫
ヲ
拈マ
ネ

ス
ル
コ
ト
一ヒ
ト
ツ個
ノ
領
解
ナ
リ
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對（
ト
イ
モ
ン
）門

賓
客
来
テ
對
門
ノ
時
ニ
半
東
門
閬
マ
テ
出
テ

邀キ
ニ
リ
ム
カ
ク客
ノ
禮
ア
リ
賓
客
入
門
倶
ニ
作イ

ギ揖
シ（
１４
）テ

半テ
イ
シ
ュ東
豫サ
キ
ダ
チ
ア
ユ
ミ跋
履ニ
ニ

シ
誘ア
ン
ア
イ導
シ
テ
半
東
ハ
右
ニ
徐ユ
ッ
ク
リ

行
シ
賓
客
ハ
左
ニ
班ツ
ラ
ナ
リ

行
ス   

　

入
室

半
東
室
ノ
扃イ
リ
ク
チ

ニ
到
テ
右
傍
ニ
躊タ
チ
ト
マ
ル踖
ス（
１５
）

賓
客
ハ
左
傍
ニ
班ツ
ク
ナ
リ

行
シ
テ
相
互
作イ

ギ揖
ス
半
東

ヨ
リ
請ツ
イ
ン
ジ
ャ
ン
ラ
イ
ツ
ヲ

上
来
坐
ノ
対
話
ア
リ
半
東
主
人
先
入
室

賓
客
モ
亦
入
室
賓
客
ヨ
リ
豊ホ
ウ
エ
ン
カ
ン
ボ
イ

筵
佩
感
ノ
禮

辞
ア
リ
半
東
ヨ
リ
各コ
コ
ト
ウ
ラ
イ
プ
チ
ン
ヒ
ン
ヤ

々
都
来
不
堪
欣
躍
ノ
対

話
ア
リ
此
時
設
烟タ
バ
コ
ボ
ン
「盆
賓
客
互
ニ
遜
譲
ノ
禮

話
ア
リ
テ
掛
軸
扁
榜
対
聯
案
上
ノ
文
房

皆
看
之
稀ヒ
イ
ハ
ア
ン
ウ
ヱ
ス
ウ
チ
ン
チ
ン
ハ
ウ
リ
ヤ
ウ

罕
物
事
真
査
正
好
了
ノ
対
話

ケ
イ
ケ
ツ
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ア
リ
半
東
應
答
ア
リ
曁（
１６
）中

央
卓
ノ
賞

花
葉
線
菫
餘イ
ユ
イ
ワ
イ
ハ
ウ
カ
ン

外
好
看
ノ
対
話
ア
リ
半
東

應
答
ア
リ
賓
客
半
東
相
倶
ニ
論
古
談
今

　

方
卓
子　

金モ
ノ
ク
イ
サ
ジ

留
犁　
　

箸ハ

ジ子　

匙サ

ジ子

適
時
ニ
至
テ
卓
子
ヲ
侑ス
ス
メ

ン
コ
ト
ヲ
半
東
出
テ

對
話
ス
感
佩
多
謝
ノ
コ
ト
ヲ
賓
客
禮
話
ス

方
卓
子
ヲ
室
中
ニ
設
ル
コ
ト
賓
客
半
東

尊
貴
平
輩
ニ
因
テ
半
東
相テ
ツ
ダ
ヒ幇（
１７
）陪カ
ヨ
イ
ノ
モ
ノ従
ノ
運
ビ

差
別
ア
ル
ヘ
シ
此
方
卓
子
ヲ
設
ル
時
ニ
半
東
ヨ
リ

緩ク
ハ
ン
ク
ハ
ン
ピ
ン
ツ
ヲ
ヒ
ウ
ヤ
ウ
ケ
タ
ウ

寛
平
坐
休
要
客
套
ノ
對
話
ア
リ
賓
客

ヨ
リ
有
趣
得
緊
多
謝
厚
款
ノ
禮
辞
ア
リ
列

客
遜
譲
ノ
禮
話
ア
リ
テ
個
々
四
下
裡
坐
ス
卓
上

当マ
ン
ナ
カ中
磁サ
ハ
テ盆
ニ（
１８
）饅

頭
ヲ
捄モ
リ

シ
設
置
卓
上
各
前

茶チ
ャ
チ
ャ
ク鐘
金モ
ノ
ク
イ
サ
ジ

留
犁
箸ハ

ジ子
匙サ

ジ子
等
ヲ
設
置
陪
従
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茶
瓶
ヲ
拿
来（
１９
）テ

各
前
茶チ
ャ
チ
ョ
ク鐘
ノ
灑ツ
グ
セ
ン
ジ
チ
ャ

泡
茶
ニ

　

壽
麺　

磁サ

ラ

壽
麺
ハ
索
麺
或
ハ
線
麺
ト
モ
云
支カ

ラ那
ニ
テ
ハ
都
テ

慶
賀
ノ
コ
ト
ニ
壽
麺
ト
テ
用
之
麺
ヲ
豆タ
マ
リ醤

ニ
熟
シ
テ
其
中
ニ
鮮ナ
マ
ウ
ヲ魚
ノ
骨ホ

ネ骼
ヲ
シ
テ

シ
テ
加
調
ス
長
崎
人
鯛
魚
ヲ
油
滋
ニ

シ
テ
加
調
ス
レ
ト
モ
支
那
ニ
ハ
鯛
魚
ナ
キ
コ
ト
舜
水

綺
淡（
２０
）ニ

見
ヘ
タ
レ
ハ
調
味
ノ
コ
ト
一
慨
ノ
定
ナ
シ

此
壽
麺
ヲ
捄
シ
タ
ル
滋サ
ハ
チ盆
ヲ
陪
従
拿
来
テ
饅

頭
ノ
滋
盆
ト
換
テ
卓
上
設
当
中
賓
客
相
互
ニ

禮
話
ア
リ
以
金
留
犁
磁サ

ラ

ニ
移
捄
餔ク
ラ

シ
之
或
ハ

以
匙
子
啜ノ
ム

其
漿シ
ル

卓
上
四
隅
ニ
青
熟
菜
ヲ

設
置
皆
磁

ナ
リ
支
那
人
ハ
鹿
豕
鶏
ヲ
賞

餔
ス
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和
邦
ト
云
ト
モ
偶
獣
肉
ヲ
用
ル
者
ア
レ
ト
モ
取
捨
作

略
ア
リ
不
用
之
是
余
カ
意
ナ
リ

　

勧サ
ケ
ヲ
ス
ス
ム酒　

香ア
ツ
モ
ノ
シ
モ
ノ醤　

酒サ
ケ
チ
ョ
ク鐘　

酒サ
ケ
ツ
ギ注 

香ス
イ
モ
ノ醤
ノ
滋サ
ハ
チ盆
ヲ
陪
従
拿
来
テ
壽
麺
ノ
空
器
ト

換
テ
卓
上
当
中
ニ
設
置
且
酒サ
ケ
チ
ョ
ク鐘
モ
亦
拿
来

卓
上
各
前
ニ
設
之
酒サ
ケ
ツ
ギ注
ヲ
拿
来
テ
卓
上
ノ

首
ニ
陪
ス
香
醤
餔
啜
ノ
コ
ト
賓
客
相
互
ニ
禮
話
シ

餔
啜
ス
陪
従
即
各
前
ノ
酒
鐘
ニ
灑
酒
ス
此
時

半
東
出
テ
喫
此
酒
麼
没
有
下
酒
ノ
対
話

ア
リ
賓
客
ヨ
リ
豊
筵
餔
啜
最
大
多
謝
厚

款
ノ
禮
辞
ア
リ
列
客
ノ
酒
鐘
何
レ
ニ
テ
モ
酒

尽
ル
処
陪
従
即
灑
酒
ス
ル
コ
ト
無
限
故
ニ
酒
鐘

ニ
怎
麼（
２１
）ハ

カ
リ
酒
ヲ
残
シ
ヲ
リ
コ
ト
卓
子
宴
ノ

習
則
ナ
リ
香
醤
ヲ
換
設
ル
コ
ト
定
則
ナ
シ
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饗マ
ル
マ
イ応
ノ
品
節（
２２
）ア

ル
ヘ
シ

　

青
菜　

熟
菜　
　

六
碗
菜　

八
碗
菜

青
菜
ハ
膾ナ
マ
ス

韲
醤
瓜
ノ
類
熟
菜
羮ニ
モ
ノ

ハ
ナ
リ

サ
テ
六
碗
菜
八
碗
菜
ノ
品
節
ア
リ
六
碗
菜

ハ
青
菜
六
個
熟
菜
六
個
都
テ
十
二
菜
ナ
リ

八
碗
菜
ハ
青
菜
八
個
熟
菜
八
個
都
テ
十

六
菜
ナ
リ
皆
磁サ

ラ

ニ
捄
シ
テ
豫
設
タ
ル
空
器
ト

換
設
ル
コ
ト
時
ノ
宜
キ
ニ
従
フ
サ
テ
膾ナ
マ
サ
カ
ナ肴
蔌ナ

釘サ
イ（
２３
）

差
別
ア
リ
羮
ハ
和
訓
ア
ツ
モ
ノ
臛
モ
亦
ア
ツ
モ
ノ

ト
訓
ス
菜
ア
ル
ヲ
羮
ト
云
菜
ナ
キ
ヲ
臛
ト
云
羮
ハ

菜
ヲ
主
ト
シ
臛
ハ
肉
ヲ
主
ト
ス
膾
ハ
生
肉
ヲ
為
膾

魚
肉
ヲ
曰
肴
菜
蔬
ヲ
曰
蔌
凡
非
穀
シ
テ
食

フ
モ
ノ
謂
之
肴
草
ノ
可
食
者
ヲ
曰
飣（
２４
）或

ハ
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油
滋
雉
脯

（
２５
）等

ノ
品
ア
リ

調
味
ノ
事
ハ
従
来
ノ
定
製
ア
リ
又
臨ト
キ

時ノ

轉ハ
タ
ラ
キ意

ノ
珍メ
ズ
ラ
シ
キ
シ
カ
タ製
ア
リ
勝
計
ヘ
カ
ラ
ス
古
ヨ
リ
書
編
ニ

粗
見
ヘ
タ
ル
者
ハ
臚
腸
羮
、
糟
猪
羮
、
白
魚

羮
筍
羊
羮
松
露
羮
寸
金
羮
寸
銀
羮
雲

月
羮
麩
羊
羮
雪
霞
羮
碧
潤
羮
辛（
２６
）

羮
雲
膳
羮
ノ
類
ナ
リ
猪
鹿
羊
豕
ノ
肉
製

而
己
ニ
不
限
准モ
ト
ギ凝
ノ
調
味
モ
亦
ア
リ
或
ハ
雪

霞
羮
ト
云
ハ
豆
腐
ニ
紅
ノ
木
芙
蓉
ノ
花
ヲ

和
シ
テ
羮
ト
ス
レ
ハ
其
紅
色
腐
ニ
移
ル
処
ア
リ

雪
ニ
霞
ノ
如
キ
ヲ
以
テ
名
ト
ス

我
邦
ノ
調
味
ニ
鰤ブ
リ

焼
鴨カ
モ

焼
等
ア
リ
是
豆
腐

紫ナ
シ
ビ瓜
ヲ
以
テ
調
製
ス
ル
カ
如
シ
臨
時
轉
意
ノ

調
味
ア
ル
ヘ
シ
不
遑
勝
計
詎
容
贅
言
乎
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弾ヒ
イ
タ
リ
ウ
タ
タ
リ唱

酒
闌（
２７
）ニ

シ
テ
賓
客
ノ
任
意
調
ノ
コ
ト
ア
リ

宴
会
ニ
ハ
大
概
詩
経
ノ
鹿
鳴
ノ
章
ヲ
吟
誦

シ
或
ハ
南
京
笛
ヲ
按
ス
ル
コ
ト
ア
リ
或
ハ
隋
唐

五
代
ノ
楽
ヲ
奏
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
又
明
曲
ヲ
奏
シ

三サ
ミ
セ
ン線
胡コ
キ
ウ琴
チ
ャ
ン
メ
エ
ラ吶
ヲ
吹
弾
シ
小
曲
ヲ
吟
シ
琉

哥（
２８
）ヲ

謡
唱
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
只（
ヒ
タ
ス
ラ
）吶
賓
客
ノ
所
欲

心
ニ
遵
テ
一
定
ノ
規
則
ナ
シ

　

喫メ
シ
ク
イ飯

卓
子
宴
ニ
喫
飯
ノ
コ
ト
ハ
享フ
ル
マ
イ
オ
ワ
リ畢
ナ
レ
ハ
賓
客

ヨ
リ
最
早
飯
ヲ
出
サ
ン
コ
ト
ヲ
好
請
ス
ル
コ
ト
行

禮
ナ
リ
半
東
ヨ
リ
寛
坐
咲
談
置
酒
ス
ル

コ
ト
ヲ
対
話
シ
テ
暫
ク
飯
ヲ
出
ス
コ
ト
ヲ
猶
予

ス
ル
ヲ
行
禮
ト
ス
節
時
ニ
至
テ
半
東
ヨ
リ
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対
話
ア
リ
テ
陪
従
飯
ノ
瓷（
ジ
バ
チ
）針
ヲ
拿
来
テ

卓
子
ノ
当
中
ニ
設
テ
賓
客
相
互
ニ
禮

話
ア
リ
テ
餔
之
此
時
モ
青
熟
菜
ヲ
設
ル
コ
ト
六
碗

菜
八
碗
菜
ノ
定
数
次
序
シ
テ
設
之
畢
テ

半
東
ヨ
リ
没
堪
興
趣
没
有
下
酒
然
ト
モ

都
来
不
堪
欣
躍
ノ
禮
話
ア
リ
賓
客
ヨ
リ

豊
筵
寛
坐
咲
談
興
趣
多
端
餔
啜
最
大

酩ミ
ン
テ
イ
カ
ン
ポ
イ

酊
感
佩
ノ
禮
辞
ア
リ

　

喫
茶

陪
従
茶
瓶
ヲ
拿
来
テ
卓
上
各
前
ノ
茶               

鐘
ニ
泡セ
ン
ジ
チ
ヤ茶
ヲ
灑
ス

　

享フ
ル
マ
イ
オ
ワ
リ畢

半
東
出
没モ
シ
ン
ヒ
ン
ツ
ユ
イ
ク
ワ
ン
ク
ワ
ン
ス
ヤ
ラ
タ
ン

甚
興
趣
寛
々
咲
談
テ
ノ
対

話
ア
リ
賓
客
ヨ
リ
豊ホ
ン
ヱ
ン
チ
ン
セ
ン

筵
珍
饌
餔
餔
啜
最
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大
有ユ
ウ
ツ
ツ
オ
テ
キ
ン
ミ
ン
テ
イ
ン
タ
ア
ソ
イ

趣
得
緊
酩
酊
大
醉
感
佩
多
謝
ノ

禮
話
ア
半テ
イ
シ
ュ
テ
ツ
ダ
イ
カ
ト
イ
イ

東
相
幇
陪
従モ
ノ

リ
出
テ
方
卓

子
ヲ
持
退
コ
ト
賓
客
半
東
ノ
尊
貴
平
輩
其
位
格
ニ
従
ヘ
シ

　

告イ
ト
マ
ゴ
イ別　

留ナ
ゴ
リ
オ
シ
ム連　

退カ
エ
ル還　

送オ
ク
ル行

賓
客
件ケ
ン
ケ
ン
ト
ン
ス
ヱ

々
東
西
相
互
ニ
対
話
ア
リ
テ
東
ニ

向
テ
告イ
ト
マ
ゴ
ヒ別
ノ
コ
ト
ア
リ
半
東
留ト
メ
ル連
ノ
対
話

ア
リ
テ
賓
客
退カ
ヘ
リ環
ス
ル
ト
キ
半
東
豫
出

室
右
傍
躊タ
チ
ト
マ
リ踖
ニ
ス
賓
客
出
室
左
傍
ニ

班ツ
ラ
ナ
リ

立
シ
テ
賓
客
半
東
相
倶
作シ

ギ揖
ニ
ア
リ

賓
客
退
行
ノ
ト
キ
半
東
送
行
シ
テ
門シ
キ
井閬

ニ
至
リ
作
揖
畢
テ
賓
客
出
門
帰
ル
ト
キ

半
東
門
閬
ノ
裡
ニ
聊
躊
踖
シ
テ
賓
客

ノ
帰
路
ヲ
臨
テ
入
也
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明
和
八
年 

歳
次
辛
亥
卯
三
月
吉
旦 

張
藩
微
臣
雲
莱
太
田
資
政
玫
道
珪

滌

於
整
廣
齋

 

卓
子
宴
儀
叙

抑
支
那
卓
子
宴
之
掩
薄
各
合
餔

和
邦
有
茶
宴
以
一
甌
倶
啜
之
且

以
一
蓋
置
酒
頗
等
卓
子
宴
往
歳

長
崎
真
野
英
叔
金
仲
栗
源
逸
民

等
赴

張
藩
屡
聴
綺
譚
且
聴
支
那
太
清
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人
交
歓
之
卓
子
宴
式
亦
應

東
武
内
田
洞
齋
之
歓
待
偶
列
其

饗
宴
然
有
大
同
小
異
嘗
雖
不
知

其
濫
觴
摘
撮
所
視
聴
而
敢
誌

梗
概
規
矩
名
号
卓
子
宴
儀
詎
煩
博

雅
之
眼
哉
覬
覦
後
識
者
訂
其
賺
錯（
２９
）

補
其
缺
略
則
何
幸
如
之
乎

明
和
八
年
歳
次
辛
亥
卯
三
月
吉
旦 

張
藩
雲
莱
太
田
資
玫
道
珪
口

滌

於
整
廣
齋
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注注
１
「
調
味
」
は
、
こ
の
場
合
は
、
料
理
の
意
味
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

注
２
「
三
礼
」（
さ
ん
ら
い
）
と
は
、『
周
礼
』『
儀
礼
』『
礼
記
』
を
さ
す
。

注
３
「
載
籍
」
は
『
史
記
（
伯
夷
伝
）』
に
由
来
す
る
言
葉
で
、
書
物
に
書
き
載
せ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
書
物
を
さ
す
。

注
４
「
興
行
」
は
、
日
本
語
で
は
客
を
集
め
見
世
物
な
ど
を
行
う
意
味
だ
が
、
中
国
語
の
「
興
」
は
、
盛
ん
に
な
る
、
流
行
す
る
の
意

味
。

注
５
「
蛮
語
」
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
な
ど
の
西
洋
語
の
他
に
、
中
国
の
南
方
方
言
を
指
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
シ

ツ
ホ
コ
」
の
語
源
に
は
諸
説
あ
り
、
い
ま
だ
に
不
詳
で
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
当
時
で
す
ら
、
由
来
が
よ
く
分
か
ら
な

い
と
記
述
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

注
６
「
餞
具
」
の
「
饌
」
は
取
り
そ
ろ
え
た
御
馳
走
、
ま
た
は
そ
れ
を
す
す
め
る
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
は
、
御
馳
走
と
い

う
よ
り
は
、
個
々
の
器
と
解
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

注
７
「
上
頭
」
は
ジ
ョ
ウ
ト
ウ
と
読
ん
で
、「
上
の
方
」
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
代
中
国
語
で
も
「
上
側
」
の
意
味
。

注
８
「
竊
以
二
」
は
、
ひ
そ
か
に
思
う
に
、
の
意
味
。

注
９
「
大
率
」
タ
イ
ソ
ツ
と
よ
み
、
お
お
む
ね
、
お
お
か
た
の
意
味
。
原
文
で
は
訓
読
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
字
の
右
側
に
ル
ビ
を

ふ
っ
て
い
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
ル
ビ
に
（ 　

）
を
付
け
な
か
っ
た
。

注
10
「
通
亨
」（
つ
う
こ
う
）
は
「
亨
通
」（
こ
う
つ
う
）
と
も
い
い
、
ル
ビ
の
如
く
、「
と
お
る
」
ん
ぽ
意
味
で
あ
る
。

注
11  

扁
榜
と
は
、
横
額
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

注
12
「
半
東
」
に
テ
イ
シ
ュ
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
い
る
の
で
、
主
人
の
こ
と
。「
半
東
」
は
中
国
語
で
は
な
い
が
、「
東
」
に
は
中
国
語
で
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主
人
の
意
味
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
「
半
」
は
「
板
」（
こ
れ
も
店
の
主
人
を
意
味
す
る
。
現
代
中
国
語
で
も
「
老
板
」
と
い
う
）

の
当
て
字
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
中
国
語
で
は
「
板
東
」
と
い
う
い
い
方
は
し
な
い
。

注
13
「
線
菫
」
と
い
う
熟
語
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
も
載
っ
て
い
な
い
が
、
文
脈
か
ら
判
断
し
て
、
線
香
の
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

「
菫
」
に
は
、
蓮
や
レ
ン
コ
ン
の
根
の
意
味
も
あ
り
、
細
長
い
物
を
指
し
て
い
る
と
す
る
と
、
こ
の
解
釈
が
妥
当
と
な
る
。
な
お
、

続
く
「
拈
」
の
字
は
、
指
先
で
ひ
ね
る
意
味
で
、
棒
状
の
物
を
香
炉
に
ね
じ
り
な
が
ら
差
し
込
む
と
い
う
動
作
も
、
線
香
と
と

る
解
釈
を
援
護
す
る
。

注
14 

「
作
揖
」
と
は
、
中
国
語
で
、
一
方
の
こ
ぶ
し
を
も
う
一
方
の
手
で
包
み
、
肘
を
挙
げ
て
、
身
を
少
し
曲
げ
て
人
に
敬
礼
す
る
、

と
い
う
挨
拶
。

注
15
「
躊
踖
」
と
い
う
熟
語
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
も
載
っ
て
い
な
い
が
、
文
脈
か
ら
判
断
し
て
、
躊
躇
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

注
16
「
曁
」
は
お
よ
ぶ
、
の
意
味
。

注
17
「
相
幇
」
は
中
国
語
の
方
言
で
「
手
助
け
す
る
」
の
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
互
い
に
助
け
合
う
、
と
い
っ
た
意
味
と
な
ろ
う
。

注
18  

ほ
か
の
箇
所
に
も
た
び
た
び
「
滋
盆
」
の
文
字
が
み
ら
れ
る
が
、「
磁

」
と
い
う
熟
語
も
使
っ
て
い
る
ほ
か
、
一
箇
所
、「
磁

盆
」
と
し
て
お
り
、
本
来
は
全
て
「
磁
盆
」
と
記
す
べ
き
と
こ
ろ
を
別
字
で
書
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

注
19
「
拿
来
」
は
現
代
中
国
語
で
も
、「
持
っ
て
く
る
」
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

注
20
『
舜
水
綺
淡
』
は
『
舜
水
朱
氏
綺
淡
』
の
こ
と
で
、
別
に
『
朱
氏
綺
淡
』
と
も
い
う
。
三
巻
四
冊
。
考
証
随
筆
で
、
朱
舜
水
著
・

述
、
安
積
澹
泊
編
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
編
者
序
、
同
五
年
刊
。
朱
舜
水
に
は
、
ほ
か
に
『
舜
水
先
生
文
集
』
が
あ
る
。

翻
刻
は
『
朱
舜
水
全
集
』（
明
治
四
五
年
）
が
あ
る
。（
岩
波
書
店
刊
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
よ
り
）

注
21
「
怎
麼
」
は
、「
い
か
」
の
意
味
で
あ
る
が
、「
作
麼
生
・
怎
麼
生
（
そ
も
さ
ん
）」（
い
か
が
、
い
か
に
、
な
ど
の
疑
問
の
意
味
）
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を
表
す
語
に
通
じ
る
。『
広
辞
苑
』
に
よ
る
と
、
も
と
中
国
宋
代
の
俗
語
で
禅
宗
で
用
い
る
と
の
こ
と
。「
怎
麼
」
は
現
代
中
国

語
で
も
「
何
か
・
ど
う
し
て
・
ど
の
よ
う
に
し
て
」
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

注
22
「
品
節
」
の
「
節
」
は
、
区
切
り
、
段
落
の
意
味
で
、「
品
節
」
は
、
品
物
の
区
切
り
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

注
23
「
蔌
」
は
ソ
ク
と
読
ん
で
、
あ
お
も
の
、
野
菜
類
の
総
称
。
ま
た
は
料
理
し
た
蔬
菜
。「
釘
」
は
サ
イ
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
い
る
の

で
そ 
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、「
飣
」（
注
24
参
照
）
の
誤
字
の
可
能
性
が
高
い
。

注
24
「
飣
」
は
、
食
べ
物
を
貯
え
る
、
手
を
付
け
な
い
、
の
意
味
。

注
25
「

」
は
ナ
イ
・
ゼ
イ
な
ど
と
読
み
、
骨
付
き
の
ひ
し
ほ
、
た
た
き
の
意
味
。「

」
は
ア
ウ
と
読
ん
で
、
鳥
の
胃
袋
の
意
味
。 

「

」
は
、
焼
い
た
餅
の
意
味
。「

」
は
つ
け
も
の
、
酢
漬
け
の
菜
、
塩
漬
け
の
肉
を
現
す
。

注
26
「

」
は
辣
の
別
字
。

注
27
「
闌
」（lan

）
は
、
更
け
る
（
深
ま
る
）
の
意
味
。

注
28
「
琉
哥
」
の
「
哥
」
を
「
歌
」
と
解
釈
し
、
琉
球
の
歌
と
し
た
。 

注
29
「
賺
」（
タ
ン
）
は
欺
く
、
だ
ま
す
の
意
味
、
錯
と
あ
い
ま
っ
て
、
過
ち
の
意
味
。
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現
代
語
訳

卓
子
宴
儀

卓
子
宴
と
い
う
も
の
は
、
シ
ツ
ホ
コ
と
称
し
て
、
料
理
の
名
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
シ
ツ
ホ
コ
と
い
う
も
の
は
、
卓
子
の
こ
と
で
あ
る
。

既
に
方
卓
子
の
四
方
に
坐
り
、
一
つ
の
器
で
も
っ
て
互
い
に
飲
み
食
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
始
ま
り
は
不
詳
で
、
嘗
て
の

『
三
禮
』
に
も
見
え
ず
、
そ
の
ほ
か
の
書
籍
に
も
見
え
な
い
。
い
つ
頃
よ
り
か
、
支
那
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
宴
式
で
あ
る
。
近
世
、

大
清
人
、
長
崎
に
来
て
盛
ん
に
行
う
の
に
な
ら
っ
て
、
我
が
邦
（
く
に
）
で
も
、
都
や
そ
の
回
り
で
少
し
ば
か
り
は
や
っ
て
い
る
。
さ
れ

ば
、
シ
ツ
ホ
コ
は
唐
音
で
は
な
い
。
我
が
邦
の
音
訓
で
も
な
く
、
故
に
、
正
字
も
な
く
、
こ
れ
は
蛮
語
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
卓
子

宴
は
、
個
々
の
餞
具
（
器
）
を
用
い
ず
、
一
つ
の
方
卓
子
の
上
に
お
い
た
器
か
ら
互
い
に
、
飲
み
食
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
我

が
邦
で
は
宴
会
ご
と
に
俗
に
「
引
盃
」
と
い
う
も
の
を
各
人
の
前
に
置
い
て
、
盃
を
揚
げ
て
互
い
に
譲
り
合
う
挨
拶
が
あ
る
。
次
に
端
正

に
し
て
酒
を
勧
め
る
。
お
お
む
ね
、
三
度
須
く
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
、
そ
の
礼
式
を
整
え
る
こ
と
が
宴
会
の
規
則
で
あ
る
。
こ
れ
が
終
わ

る
と
、
別
に
一
個
の
盃
を
置
い
て
、
室
中
の
列
客
が
相
互
に
献
酬
し
、
酒
盛
り
す
る
。
ま
た
、
茶
事
の
宴
式
で
は
、
一
個
の
茶
碗
で
も
っ

て
、
室
中
の
列
客
が
相
互
に
喫
茶
す
る
。
思
う
に
、
一
個
の
盃
で
も
っ
て
酒
盛
り
す
る
の
も
、
一
個
の
茶
碗
で
も
っ
て
喫
茶
す
る
の
も
、

酒
茶
と
も
に
一
つ
の
器
か
ら
合
い
飲
み
す
る
こ
と
は
、
嘗
て
卓
子
宴
の
意
義
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
蓋
し
、
そ
の
由
来
を
未
だ
詳
に

し
て
は
い
な
い
が
、
仲
良
く
話
し
合
う
親
友
の
交
わ
り
で
あ
る
。
俗
に
、「
合
食
禁
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
一
つ
の
器
で
も
っ
て
合

い
飲
み
す
る
こ
と
は
、
甚
だ
懇
ろ
の
寄
り
合
い
で
あ
る
。
卓
子
宴
の
室
中
に
は
、
掛
軸
、
扁
榜
（
横
額
）、
対
聯
な
ど
を
、
主
人
は
随
意

に
設
け
る
。
中
央
卓
は
必
ず
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
唐
音
で
中
央
卓
（
チ
ョ
ン
ユ
ン
チ
ョ
）
と
い
う
。
室
の
真
ん
中
に
あ
ら
か
じ
め
設

置
し
て
お
く
。
そ
の
上
に
は
香
炉
を
置
き
、
大
宦
香
、
中
宦
香
、
清
遠
香
、
異
品
香
そ
の
他
の
上
等
の
線
菫
を
た
て
る
。〔
中
央
卓
の
〕

下
側
に
は
花
瓶
が
あ
っ
て
草
木
珍
花
を
い
け
る
。
賓
客
対
門
の
時
に
臨
ん
で
、
線
菫
（
線
香
の
こ
と
か
）
を
た
て
る
こ
と
は
、
一
つ
の
了
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解
と
な
っ
て
い
る
。

対
門

賓
客
が
来
て
、
門
に
対
す
る
と
き
、
主
人
は
し
き
い
に
出
て
、
客
を
迎
え
る
禮
を
す
る
。
賓
客
は
門
に
入
る
と
、
共
に
「
作
揖
」（
拱
手

の
挨
拶
）
を
し
て
、
主
人
か
ら
先
ん
じ
て
歩
み
出
し
、
案
内
す
る
。
主
人
は
右
側
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
、
賓
客
は
そ
の
左
側
を
歩
く
。   

入
室

主
人
は
室
の
入
口
に
到
る
と
、
右
側
に
立
ち
止
ま
り
、
賓
客
は
左
側
に
立
ち
、
相
互
に
「
作
揖
」
を
す
る
。
主
人
よ
り
「
請
上
来
坐
」
の

対
話
が
あ
る
。
主
人
か
ら
先
に
室
に
入
る
。
賓
客
も
ま
た
室
に
入
る
。
賓
客
よ
り
「
豊
筵
感
佩
」
の
禮
辞
が
あ
る
。
主
人
よ
り
「
各
々
都

来
不
堪
欣
躍
」
の
対
話
が
あ
る
。
こ
の
時
、
煙
盆
（
タ
バ
コ
ボ
ン
）
を
設
け
（
煙
草
を
す
す
め
る
）。
賓
客
互
い
に
遜
譲
の
禮
話
が
あ
り
、

掛
軸
、
扁
榜
（
横
額
）、
対
聯
、
案
上
の
文
房
（
具
）
な
ど
、
皆
が
こ
れ
を
見
て
、「
稀
罕
物
事
真
正
好
了
」
の
対
話
が
あ
る
。
主
人
よ
り

〔
こ
れ
に
対
す
る
〕
応
答
が
あ
る
。
お
よ
び
、
中
央
卓
の
花
葉
や
線
菫
（
線
香
の
こ
と
か
）
を
賞
賛
し
、「
餘
外
好
看
」
の
対
話
が
あ
る
。

主
人
よ
り
〔
こ
れ
に
対
す
る
〕
応
答
が
あ
る
。
賓
客
と
主
人
は
互
い
に
古
を
論
じ
新
し
き
を
談
じ
る
。

　

方
卓
子 

金
留
犁
（
モ
ノ
ク
ヒ
サ
ジ
） 

箸
子
（
は
し
） 

匙
子
（
さ
じ
）

適
当
な
時
間
に
な
る
と
、
卓
子
を
勧
め
る
こ
と
を
主
人
が
出
て
き
て
対
話
す
る
。「
感
佩
多
謝
」
と
賓
客
が
禮
話
す
る
。
方
卓
子
を
室
中

に
設
け
る
際
に
は
、
賓
客
と
主
人
と
の
身
分
や
年
齢
の
上
下
に
よ
っ
て
、
主
人
が
従
者
が
〔
卓
子
を
〕
運
び
入
れ
る
の
を
手
伝
う
と
い
っ

た
、
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
方
卓
子
を
設
け
る
と
き
に
、
主
人
よ
り
「
緩
寛
平
坐
休
要
客
套
」
の
対
話
が
あ
る
。
賓
客
よ
り
「
有
趣
得
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緊
多
謝
厚
款
」
の
禮
辞
が
あ
る
。
列
客
か
ら
も
遜
譲
の
禮
話
が
あ
っ
た
後
、
各
々
、
卓
の
四
方
に
坐
る
。
卓
上
の
真
ん
中
に
は
、
磁
盆

（
皿
や
鉢
）
に
饅
頭
を
盛
り
、
設
置
す
る
。
卓
上
の
各
人
の
前
に
は
、
茶
鐘
（
湯
飲
み
茶
碗
）、
金
留
犁
、
箸
子
、
匙
子
な
ど
を
設
置
す
る
。

従
者
は
茶
瓶
を
持
っ
て
き
て
、
各
人
の
前
の
茶
鐘
（
湯
飲
み
茶
碗
）
に
泡
茶
（
煎
じ
茶
）
を
つ
ぐ
。

壽
麺　

磁
退           

壽
麺
は
索
麺
あ
る
い
は
線
麺
と
も
い
う
。
支
那
に
て
は
全
て
慶
賀
の
事
に
壽
麺
と
し
て
こ
れ
を
用
い
る
。
こ
の
麺
を
豆
醤
に
熟
和
し
て
、

そ
の
中
に
鮮
魚
の
骨
を
抜
い
て
、
油
滋
（
油
で
揚
げ
）
た
も
の
を
加
調
す
る
。
長
崎
人
は
頗
る
鯛
魚
を
油
滋
（
油
で
揚
げ
）
て
加
調
す
る

が
、
支
那
に
は
鯛
魚
が
な
い
。『
舜
水
綺
淡
』
に
も
み
え
る
が
、
調
味
の
仕
方
は
一
慨
に
定
則
は
な
い
。
こ
の
壽
麺
を
盛
っ
た
磁
盆
（
皿

や
鉢
）
を
従
者
が
持
っ
て
き
て
、
饅
頭
の
磁
盆
と
か
え
て
、
卓
上
の
真
ん
中
に
置
く
。
賓
客
相
互
に
禮
話
が
あ
る
。
金
留
犁
で
も
っ
て
磁

退
に
移
し
盛
り
、
こ
れ
を
食
べ
る
、
あ
る
い
は
、
匙
子
（
さ
じ
）
で
も
っ
て
そ
の
汁
を
飲
む
。
卓
上
の
四
隅
に
青
熟
菜
を
置
く
。
皆
、
磁

退
で
あ
る
。
支
那
人
は
鹿
・
豚
・
鶏
〔
の
肉
〕
を
賞
餔
す
る
。
我
が
邦
に
も
、
た
ま
た
ま
獣
肉
を
食
べ
る
者
が
い
る
け
れ
ど
も
、
取
捨
作

略
（
種
類
を
選
ん
だ
り
、
調
理
法
を
選
択
し
た
り
な
ど
）
が
あ
る
。
こ
れ
（
獣
肉
）
を
私
が
食
べ
な
い
の
は
（
或
い
は
、
こ
れ
に
つ
い
て

こ
れ
以
上
触
れ
な
い
の
は
）、
余
の
微
意
（
私
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
持
ち
）
に
よ
る
。

　

勧
酒
（
酒
を
勧
め
る
） 

香
醤
（
羮
と
吸
い
物
） 

酒
鐘
（
酒
盃
） 
酒
注
（
酒
壺
）

羮
と
吸
い
物
の
磁
盆
を
従
者
が
持
っ
て
き
て
、
壽
麺
の
空
の
器
と
換
え
て
、
卓
上
の
真
ん
中
に
置
い
て
い
く
。
且
つ
、
酒
盃
も
ま
た
持
っ

て
き
て
、
卓
上
の
各
人
の
前
に
設
け
る
。
酒
壺
を
持
っ
て
き
て
、
卓
上
の
側
首
（
傍
ら
の
意
味
か
）
に
陪
す
る
。
羮
と
吸
い
物
を
飲
み
食

い
す
る
と
き
に
は
、
賓
客
相
互
に
禮
話
し
て
飲
み
食
い
す
る
。
従
者
が
す
ぐ
に
各
人
の
前
の
酒
盃
に
酒
を
つ
ぐ
。
こ
の
時
、
主
人
が
出
て
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き
て
「
喫
此
酒
麼
没
有
下
酒
」
の
対
話
が
あ
る
。
賓
客
よ
り
「
豊
筵
餔
啜
最
大
多
謝
厚
款
」
の
禮
辞
が
あ
る
。
列
客
の
酒
盃
、
何
れ
に
て

も
酒
が
尽
き
る
の
が
あ
れ
ば
、
従
者
が
す
ぐ
に
酒
を
そ
そ
ぐ
こ
と
、
限
り
が
な
い
。
故
に
、
酒
盃
に
い
く
ら
か
の
酒
を
残
し
て
お
く
こ
と

が
、
卓
子
宴
の
習
則
で
あ
る
。
羮
と
吸
い
物
を
取
り
替
え
る
こ
と
に
は
定
則
が
な
い
。

饗
応
（
振
る
ま
い
）
の
品
に
は
区
切
り
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

青
菜　

熟
菜　

六
碗
菜　

八
碗
菜

青
菜
は
、
膾
（
な
ま
す
）
韲
醤
瓜
の
類
で
あ
る
。
熟
菜
は
、
羮
（
煮
物
）
で
あ
る
。
さ
て
、
六
碗
菜
・
八
碗
菜
の
品
に
は
、
節
（
区
切

り
）
が
あ
る
。
六
碗
菜
は
、
青
菜
六
個
と
熟
菜
六
個
か
ら
な
り
、
全
て
十
二
菜
か
ら
な
る
。
八
碗
菜
は
、
青
菜
八
個
と
熟
菜
八
個
か
ら
な

り
、
全
て
十
六
菜
か
ら
な
る
。
皆
、
磁
退
に
盛
っ
て
、
先
に
置
い
て
あ
っ
て
空
に
な
っ
た
器
と
取
り
替
え
る
が
、
こ
れ
は
時
の
宜
し
き
に

従
う
こ
と
。
さ
て
、
膾ナ
マ
サ
カ
ナ肴
蔌
釘
（
飣
の
誤
字
か
）
な
ど
に
は
差
違
が
あ
る
。
羮
は
和
訓
で
ア
ツ
モ
ノ
で
、
臛
も
ま
た
ア
ツ
モ
ノ
と
訓
す

る
。
菜
の
あ
る
も
の
を
羮
と
い
い
、
菜
の
な
い
も
の
を
臛
と
い
う
。
羮
は
菜
を
主
と
し
、
臛
は
肉
を
主
と
す
る
。
膾
は
生
肉
を
膾
と
な
す
。

魚
肉
を
肴
と
い
い
、
菜
蔬
を
蔌
と
い
う
。
お
よ
そ
穀
物
に
非
ず
し
て
食
う
物
を
肴
と
い
う
。
草
の
食
べ
ら
れ
る
物
を
飣
と
い
う
。
あ
る
い

は
、
油
滋
（
油
で
揚
げ
る
）
の
調
理
品
と
し
て
は
、
雉
脯
、

（
骨
付
き
の
ひ
し
ほ
）、

（
鳥
の
胃
袋
）、

（
焼
い
た
餅
）、

（
つ

け
も
の
）
な
ど
の
品
数
が
あ
る
。
調
理
に
は
、
従
来
の
決
ま
っ
た
や
り
方
が
あ
る
。
ま
た
、
時
に
応
じ
て
か
わ
っ
た
や
り
方
も
あ
り
、
そ

れ
ら
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
古
よ
り
書
編
に
ほ
ぼ
見
え
る
も
の
は
、
臚
腸
羮
、
糟
猪
羮
、
白
魚
羮
、
筍
羊
羮
、
松
露
羮
、
寸
金
羮
、

寸
銀
羮
、
雲
月
羮
、
麩
羊
羮
、
雪
霞
羮
、
碧
潤
羮
、
辛
辣
羮
、
雲
膳
羮
な
ど
の
類
で
あ
る
。
猪
鹿
羊
豚
の
肉
製
の
み
に
限
ら
ず
、
肉
も
ど

き
の
調
理
も
ま
た
あ
る
。
あ
る
い
は
、
雪
霞
羮
と
い
う
の
は
、
豆
腐
に
紅
の
木
芙
蓉
の
花
を
加
え
て
羮
と
す
る
と
、
そ
の
紅
色
が
豆
腐
に
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移
っ
て
、
雪
に
霞
み
の
如
く
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。
我
が
邦
の
調
理
に
も
鰤
焼
（
ブ
リ
焼
き
）
焼
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
が
豆
腐
に
な
す
び
を
用
い
て
調
製
す
る
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
時
に
応
じ
て
調
理
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
く
、
丁
寧
に
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。

　

弾
唱
（
弾
い
た
り
唱
っ
た
り
）

酒
が
深
ま
っ
て
く
る
と
、
賓
客
の
意
の
任
せ
て
、
調
楽
が
行
わ
れ
る
。
宴
会
に
は
大
概
、
詩
経
の
鹿
鳴
る
の
章
を
吟
誦
す
る
か
、
あ
る
い

は
南
京
笛
を
按
す
る
か
、
あ
る
い
は
隋
唐
五
代
の
楽
を
奏
で
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
明
曲
を
奏
で
、
三
線
（
三
味
線
）、
胡
琴
（
胡
弓
）、

吶
（
チ
ャ
ル
メ
ラ
）
を
吹
き
弾
き
し
、
琉
球
の
歌
を
謡
唱
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ひ
た
す
ら
、
賓
客
の
欲
す
る
と
こ
ろ
、
心
に
し
た
が
っ

て
、
一
定
の
規
則
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

喫
飯

卓
子
宴
に
お
け
る
喫
飯
は
、
振
る
ま
い
の
終
わ
り
に
な
る
と
、
賓
客
か
ら
、
最
早
（
も
は
や
）
飯
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
好
く
お

願
い
す
る
の
が
行
禮
で
あ
る
。
主
人
か
ら
は
「
寛
坐
咲
談
置
酒
」
と
の
対
話
が
な
さ
れ
、
暫
く
飯
を
出
す
こ
と
を
猶
予
す
る
こ
と
が
、
行

禮
と
な
っ
て
い
る
。
適
当
な
時
に
い
た
っ
て
、
主
人
よ
り
対
話
が
あ
っ
て
、
従
者
が
飯
の
瓷
鉢
（
ジ
バ
チ
）
を
持
っ
て
き
て
、
卓
子
の
真

ん
中
に
置
き
、
賓
客
相
互
に
禮
話
が
あ
る
。
こ
れ
を
食
べ
る
時
も
、
青
熟
菜
を
設
け
る
こ
と
。
六
碗
菜
、
八
碗
菜
の
き
ま
っ
た
数
を
、
順

番
に
設
け
る
。
終
わ
っ
て
、
主
人
よ
り
「
没
堪
興
趣
没
有
下
酒
」
然
れ
ど
も
「
都
来
不
堪
欣
躍
」
の
禮
話
が
あ
る
。
賓
客
よ
り
「
豊
筵
寛

坐
咲
談
興
趣
多
端
餔
啜
最
大
酩
酊
感
佩
」
の
禮
辞
が
あ
る
。
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喫
茶

従
者
が
茶
瓶
を
持
っ
て
き
て
、
卓
上
の
各
人
の
前
の
茶
鐘
（
湯
飲
み
茶
碗
）
に
煎
じ
茶
を
注
ぐ
。

　

享
畢
（
振
る
ま
い
の
終
わ
り
）

主
人
が
出
て
き
て
、「
没
甚
興
趣
寛
々
咲
談
」
の
対
話
が
あ
る
。
賓
客
よ
り
「
豊
筵
珍
饌
餔
啜
最
大
有
趣
得
緊
酩
酊
大
醉
感
佩
多
謝
」
の

禮
話
が
あ
る
。
主
人
が
、
従
者
が
方
卓
子
を
持
っ
て
退
く
際
に
手
伝
う
か
ど
う
か
は
、
賓
客
と
主
人
と
の
身
分
や
年
齢
の
上
下
に
従
う
。

　

告
別
（
い
と
ま
ご
い
） 

留
連
（
引
き
留
め
） 

退
還
（
帰
宅
） 

送
行
（
見
送
り
） 

賓
客
、
件
々
東
西
（
各
々
が
）、
相
互
に
対
話
し
た
の
ち
、
主
人
に
向
か
っ
て
い
と
ま
ご
い
を
す
る
。
主
人
は
、
こ
れ
を
引
き
留
め
る
対

話
を
す
る
。
賓
客
が
帰
る
際
に
は
、
主
人
が
あ
ら
か
じ
め
出
で
、
室
の
右
傍
ら
に
立
ち
止
ま
る
。
賓
客
は
室
を
出
で
て
、
左
傍
ら
に
つ
ら

な
っ
て
、
賓
客
と
主
人
が
相
互
に
「
作
揖
」
を
す
る
。
賓
客
が
退
行
す
る
際
に
は
、
主
人
は
し
き
い
ま
で
見
送
る
。「
作
揖
」
を
終
え
る

と
、
賓
客
が
門
を
出
て
い
く
が
、
主
人
は
し
き
い
の
内
側
に
い
さ
さ
か
立
ち
止
ま
っ
て
、
賓
客
の
帰
路
を
臨
ん
で
か
ら
〔
室
内
に
〕
入
る
。

明
和
八
年 

歳
次
辛
亥
卯
三
月
吉
旦 

尾
張
藩 

微
臣
（
自
己
を
遜
っ
て
）
雲
莱 

太
田
資
玫 

整
廣
齋
に
て
道
珪
（
記
す
の
意
味
で
あ
ろ
う
）

す
る

卓
子
宴
儀
叙

そ
も
そ
も
、
支
那
の
卓
子
宴
の
寄
り
合
い
は
、
各
々
が
合
い
食
う
も
の
で
あ
る
。
和
が
邦
に
あ
る
、
茶
宴
で
一
つ
の
器
を
共
に
啜
る
と
い
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う
の
や
、
一
つ
の
盃
で
酒
盛
り
す
る
と
い
う
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
卓
子
宴
は
、
か
つ
て
、
長
崎
の
真
野
英
叔
、
金
仲
栗
源
と
い
っ
た
文

人
が
尾
張
藩
に
赴
き
、
綺
譚
（
珍
し
い
話
し
）
を
聞
い
た
も
の
や
、
支
那
の
太
（
大
）
清
人
の
交
歓
の
卓
子
宴
式
に
つ
い
て
聞
い
た
も
の
、

さ
ら
に
東
武
（
江
戸
）
の
内
田
洞
齋
が
受
け
た
歓
待
な
ど
と
符
合
し
、
大
同
小
異
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
不
詳
で
あ
る
が
、
見
聞
き
し
た

概
略
や
規
則
を
『
卓
子
宴
儀
』
と
名
付
け
て
、
こ
こ
に
記
す
も
の
で
あ
る
。
博
識
者
の
目
を
大
い
に
煩
わ
せ
る
が
、
識
者
に
よ
っ
て
、
間

違
い
を
訂
正
し
、
不
足
を
補
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

明
和
八
年
（
一
七
七
一
） 
歳
次
辛
亥
卯
三
月
吉
旦 

尾
張
藩 

雲
莱 

太
田
資
政 

整
廣
齋
に
て
道
珪
（
記
す
の
意
味
か
）
す
る

（
二
〇
〇
五
年
九
月
十
二
日　

受
理
）　


